
〔
判
例
研
究
〕

　
　
求
償
債
権
等
の
消
滅
時
効
の
起
算
点

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
－
信
用
保
証
協
会
の
求
償
権
を
中
心
に
ー

大

坪

稔

最
判
昭
和
六
〇
年
二
月
一
二
日
民
集
三
九
巻
一
号
八
九
頁

求償債権等の消滅時効の起算点

　
〔
判
決
要
旨
〕

　
保
証
人
の
主
債
務
者
に
対
す
る
求
償
権
の
消
滅
時
効
は
、
弁
済
そ
の
他
自
己
の
出
損
を
も
っ
て
主
債
務
を
消
滅
さ
せ
る
べ
き
行
為

行
為
）
を
し
た
時
か
ら
起
算
し
、
免
責
行
為
前
に
い
わ
ゆ
る
事
前
求
償
権
を
取
得
し
た
場
合
で
も
異
な
ら
な
い
。

（
免
責
　
7
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〔
事
実
の
概
要
〕

　
Y
は
訴
外
A
（
銀
行
）
か
ら
、
昭
和
五
〇
年
九
月
一
八
日
金
三
〇
〇
万
円
を
利
率
年
一
〇
・
七
パ
ー
セ
ン
ト
同
年
一
〇
月
か
ら
毎
月
一
五

日
に
一
〇
万
円
を
分
割
弁
済
し
、
同
五
三
年
三
月
を
も
っ
て
完
済
す
る
こ
と
を
約
し
、
併
せ
て
右
分
割
を
一
回
で
も
遅
帯
し
た
と
き
は
当
然

に
期
限
の
利
益
を
失
う
旨
の
特
約
を
付
し
て
借
用
し
た
。

　
X
（
信
用
保
証
協
会
）
は
Y
の
依
託
を
う
け
、
A
に
対
す
る
Y
の
債
務
に
つ
い
て
信
用
保
証
し
た
が
、
Y
は
X
に
対
し
、
X
が
A
に
保
証

債
務
の
履
行
を
し
た
場
合
は
、
そ
の
弁
済
全
額
、
及
び
こ
れ
に
対
す
る
弁
済
の
翌
日
か
ら
完
済
ま
で
年
一
八
・
二
五
パ
ー
セ
ン
ト
の
割
合
に

よ
る
損
害
金
を
支
払
う
こ
と
を
約
す
る
と
す
る
も
の
で
あ
っ
た
。
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と
こ
ろ
が
、
Y
は
A
か
ら
融
資
を
う
け
て
九
ヶ
月
後
の
昭
和
五
一
年
六
月
前
記
借
入
金
の
弁
済
を
怠
り
、
期
限
の
利
益
を
喪
失
し
た
。
こ

れ
に
つ
い
て
、
保
証
人
X
は
A
に
対
し
、
前
記
保
証
契
約
に
基
づ
い
て
、
昭
和
五
二
年
二
月
一
八
日
Y
の
残
借
金
二
、
〇
五
二
、
八
九
六
円

を
弁
済
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。
そ
こ
で
X
は
Y
に
対
し
、
右
弁
済
し
た
金
額
、
及
び
弁
済
の
翌
日
（
昭
和
五
二
年
二
月
一
九
日
）
か
ら
完
済

に
至
る
ま
で
の
右
約
定
損
害
金
の
支
払
い
を
求
め
て
訴
を
提
起
し
た
。

　
こ
れ
に
対
し
、
Y
は
①
前
記
借
入
金
債
務
は
、
Y
が
昭
和
五
一
年
六
月
一
五
日
分
割
金
の
支
払
い
を
遅
滞
し
た
こ
と
、
あ
る
い
は
同
年
七

月
三
日
手
形
交
換
所
の
取
引
停
止
処
分
を
う
け
た
こ
と
で
、
同
年
六
月
一
五
日
か
、
も
し
く
は
同
年
七
月
四
日
に
期
限
の
利
益
を
失
な
っ
た

こ
と
で
、
残
債
務
の
全
額
に
つ
い
て
履
行
期
が
到
来
し
た
か
ら
、
右
各
日
か
ら
五
年
経
過
し
た
昭
和
五
六
年
六
月
一
五
日
か
、
も
し
く
は
同

年
七
月
三
日
の
経
過
を
も
っ
て
時
効
が
完
成
し
て
い
る
の
で
、
こ
れ
を
援
用
す
る
。
次
に
②
X
・
Y
間
の
前
記
保
証
委
託
契
約
四
条
（
Y
ま

た
は
V
に
手
形
交
換
所
の
取
引
停
止
処
分
な
ど
の
事
由
が
生
じ
た
と
き
は
、
X
に
お
い
て
代
位
弁
済
前
に
求
債
す
る
こ
と
が
で
き
る
旨
の
定

め
）
に
よ
る
と
、
X
は
Y
に
対
し
、
前
記
手
形
交
換
所
の
取
引
停
止
処
分
の
日
の
翌
日
で
あ
る
昭
和
五
一
年
七
月
四
日
以
降
求
償
権
を
行
使

で
き
る
こ
と
に
な
る
の
で
、
そ
の
日
か
ら
五
年
経
過
後
の
、
昭
和
五
六
年
七
月
四
日
の
経
過
を
も
っ
て
X
の
Y
に
対
す
る
求
償
権
は
時
効
で

消
滅
し
て
い
る
。
し
た
が
っ
て
Y
は
こ
れ
を
援
用
す
る
と
主
張
し
た
。

　
第
一
審
・
原
審
共
に
X
勝
訴
。
こ
れ
を
不
服
と
し
て
Y
上
告
。
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〔
上
告
理
由
〕

　
Y
の
主
張
を
要
約
す
る
と
、
Y
は
即
時
進
行
説
の
起
点
に
立
っ
て
、
次
の
よ
う
に
主
張
す
る
。

保
証
人
た
る
X
が
A
に
対
し
、
弁
済
そ
の
他
自
己
の
出
損
を
も
っ
て
Y
の
債
務
を
消
滅
さ
せ
る
と
、
X
は
Y
に
対
し
て
求
債
権
を
取
得
す

る
（
民
四
五
九
条
参
照
）
が
、
X
が
A
に
Y
の
債
務
を
弁
済
す
る
以
前
に
求
償
権
を
行
使
で
き
る
場
合
も
あ
る
。
そ
の
場
合
は
、
民
法
第
四

六
〇
条
の
各
号
の
一
つ
に
該
当
す
る
場
合
の
み
で
あ
り
、
そ
れ
の
性
質
は
民
法
第
四
五
九
条
の
求
償
権
と
同
様
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
X



が
A
に
Y
の
債
務
の
弁
済
な
ど
を
し
た
後
に
Y
に
対
し
て
民
法
四
五
九
条
に
基
づ
い
て
求
償
権
を
行
使
す
る
か
、
そ
し
て
、
そ
れ
を
何
時
の

時
点
で
行
使
す
る
か
は
X
の
自
由
に
決
す
る
こ
と
が
で
き
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。
こ
の
こ
と
は
民
法
第
四
六
〇
条
も
同
様
で
あ
っ
て
、
Y
に
民

法
第
四
六
〇
条
各
号
の
一
つ
に
該
当
す
る
事
由
が
生
じ
た
と
き
は
、
X
は
Y
に
対
し
て
事
前
求
償
権
を
行
使
す
る
こ
と
が
で
き
る
が
、
そ
れ

を
行
使
す
る
も
か
否
か
も
X
の
自
由
で
あ
る
。
そ
う
だ
と
す
る
と
、
第
一
審
・
原
審
の
よ
う
に
、
X
が
A
に
対
し
具
体
的
に
Y
の
債
務
を
弁

済
な
ど
を
も
っ
て
消
滅
さ
せ
た
時
点
か
ら
、
X
の
Y
に
対
す
る
求
償
権
の
消
滅
時
効
が
進
行
す
る
と
解
す
る
な
ら
ば
、
民
法
四
五
九
条
の
場

合
は
、
Y
の
債
務
の
履
行
期
経
過
後
に
X
が
A
に
弁
済
し
た
時
点
か
ら
、
X
の
Y
に
対
す
る
求
償
権
は
新
た
に
五
年
間
の
時
効
期
間
が
あ
る

こ
と
に
な
り
、
X
が
自
由
に
弁
済
時
期
を
調
整
す
る
こ
と
も
、
ま
た
時
効
期
間
を
五
年
乃
至
一
〇
年
の
幅
で
自
由
に
選
択
し
う
る
こ
と
も
可

能
で
あ
っ
て
不
都
合
で
あ
る
。
ま
た
Y
に
民
法
第
四
六
〇
条
各
号
の
一
に
該
当
す
る
事
由
が
生
じ
、
X
に
事
前
求
償
権
の
行
使
が
可
能
で
あ
っ

て
も
、
X
が
そ
れ
を
五
年
間
怠
り
、
消
滅
時
効
成
立
直
前
に
A
に
弁
済
す
れ
ば
、
そ
の
時
点
か
ら
X
の
Y
に
対
す
る
求
償
権
は
、
更
に
五
年

問
の
時
効
期
問
が
存
す
る
こ
と
に
な
り
、
時
効
制
度
の
趣
旨
に
反
す
る
。
し
た
が
っ
て
、
第
一
審
・
原
審
の
判
断
は
法
令
の
解
釈
に
誤
り
が

あ
る
。
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求償債権等の消滅時効の起算点

　
〔
判
決
理
由
〕

　
棄
却
「
主
た
る
債
務
者
か
ら
委
託
を
受
け
て
保
証
を
し
た
保
証
人
（
以
下
「
委
託
を
受
け
た
保
証
人
」
と
い
う
。
）
が
、
弁
済
そ
の
他
自
己

の
出
損
を
も
っ
て
主
た
る
債
務
を
消
滅
さ
せ
る
べ
き
行
為
（
以
下
「
免
責
行
為
」
と
い
う
。
）
を
し
た
こ
と
に
よ
り
、
民
法
四
五
九
条
一
項
後

段
の
規
定
に
基
づ
き
主
た
る
債
務
者
に
対
し
て
取
得
す
る
求
償
権
（
以
下
「
事
後
求
償
権
」
と
い
う
。
）
は
、
免
責
行
為
を
し
た
と
き
に
発
生

し
、
か
つ
、
そ
の
行
使
が
可
能
と
な
る
も
の
で
あ
る
か
ら
、
そ
の
消
滅
時
効
は
、
委
託
を
受
け
た
保
証
人
が
免
責
行
為
を
し
た
時
か
ら
進
行

す
る
も
の
と
解
す
べ
き
で
あ
り
、
こ
の
こ
と
は
、
委
託
を
受
け
た
保
証
人
が
、
同
項
前
段
所
定
の
事
由
、
若
し
く
は
同
法
四
六
〇
条
各
号
所

定
の
事
由
、
又
は
主
た
る
債
務
者
と
の
合
意
に
よ
り
定
め
た
事
由
が
発
生
し
た
こ
と
に
基
づ
き
、
主
た
る
債
務
者
に
対
し
て
免
責
行
為
前
に
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求
償
を
し
う
る
権
利
（
以
下
「
事
前
求
償
権
」
と
い
う
。
〉
を
取
得
し
た
と
き
で
あ
っ
て
も
異
な
る
も
の
で
は
な
い
。
け
だ
し
、
事
前
求
償
権

は
事
後
求
償
権
と
そ
の
発
生
要
件
を
異
に
す
る
も
の
で
あ
る
こ
と
は
前
示
の
と
こ
ろ
か
ら
明
ら
か
で
あ
る
う
え
、
事
前
求
償
権
に
つ
い
て
は
、

事
後
求
償
権
に
つ
い
て
は
認
め
ら
れ
な
い
抗
弁
が
付
着
し
、
ま
た
、
消
滅
原
因
が
規
定
さ
れ
て
い
る
（
同
法
四
六
一
条
参
照
）
こ
と
に
照
ら

す
と
、
両
者
は
別
個
の
権
利
で
あ
り
、
そ
の
法
的
性
質
も
異
な
る
も
の
と
い
う
べ
き
で
あ
り
、
し
た
が
っ
て
、
委
託
を
受
け
た
保
証
人
が
、

事
前
求
償
権
を
取
得
し
こ
れ
を
行
使
す
る
こ
と
が
で
き
た
か
ら
と
い
っ
て
、
事
後
求
償
権
を
取
得
し
こ
れ
を
行
使
し
う
る
こ
と
と
な
る
と
は

い
え
な
い
か
ら
で
あ
る
。
右
と
同
旨
の
原
審
の
判
断
は
、
正
当
と
い
う
べ
き
で
あ
る
。
論
旨
は
、
右
と
異
な
る
見
解
に
基
づ
い
て
原
判
決
を

論
難
す
る
も
の
で
あ
っ
て
、
採
用
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
。
」

　
〔
参
照
条
文
〕
　
民
法
第
一
六
六
条
、
同
四
五
九
条
、
同
四
六
〇
条
等
。

〔
研
究
〕

　
e
　
事
実
の
概
要
で
述
べ
た
よ
う
に
、
本
件
訴
訟
に
お
い
て
、
Y
は
、
分
割
金
弁
済
契
約
の
過
怠
条
項
に
違
反
し
た
こ
と
に
よ
っ
て
負
担

し
た
全
額
支
払
い
債
務
の
消
滅
時
効
の
起
算
点
を
、
昭
和
五
一
年
六
月
一
五
日
か
、
ま
た
は
同
年
七
月
四
日
で
あ
る
と
主
張
し
て
い
る
の
で
、

ま
ず
、
A
・
Y
間
で
締
結
さ
れ
た
分
割
金
弁
済
契
約
に
お
け
る
過
怠
条
項
の
性
質
と
、
そ
れ
の
違
反
に
お
け
る
消
滅
時
効
の
起
算
点
に
関
す

る
判
例
の
態
度
を
考
察
し
、
次
に
そ
れ
を
め
ぐ
る
学
説
の
対
立
を
明
確
に
す
る
。
す
な
わ
ち
A
・
Y
間
の
金
銭
消
費
貸
借
が
時
効
で
消
滅
し

て
い
る
と
す
れ
ば
、
X
の
保
証
契
約
に
基
づ
く
求
償
権
は
、
A
・
Y
間
の
主
た
る
契
約
に
対
し
て
従
た
る
契
約
に
基
づ
く
権
利
で
あ
る
か
ら
、

X
の
請
求
は
こ
の
面
か
ら
否
定
さ
れ
る
か
ら
で
あ
る
。

　
ω
　
周
知
の
よ
う
に
、
分
割
金
弁
済
契
約
に
お
け
る
い
わ
ゆ
る
過
怠
条
項
に
は
、
債
務
者
が
分
割
払
い
の
約
定
に
違
反
し
た
と
き
は
、
債

務
者
は
期
限
の
利
益
を
失
い
、
残
額
を
一
時
に
支
払
う
べ
き
趣
旨
の
も
の
と
、
債
権
者
の
請
求
に
よ
り
債
務
者
が
残
額
を
一
時
に
支
払
う
べ
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き
趣
旨
の
も
の
が
あ
る
。
こ
の
場
合
に
、
そ
の
残
額
全
部
に
つ
い
て
の
時
効
は
い
つ
か
ら
進
行
す
る
か
に
つ
い
て
判
例
・
学
説
共
に
対
立
し

て
い
る
論
点
で
あ
る
。
そ
こ
で
、
ω
判
例
の
態
度
を
説
明
し
、
⑥
学
説
の
対
立
を
考
察
す
る
。

　
⑭
④
大
判
明
治
三
九
年
一
二
月
一
日
民
録
二
一
輯
一
五
九
八
頁
は
、
債
権
者
意
思
説
に
立
っ
て
コ
時
二
残
金
悉
皆
ノ
弁
済
ヲ
請
求
セ

ラ
ル
ル
モ
無
異
議
旨
ノ
特
約
ア
ル
」
場
合
に
お
い
て
、
「
債
権
者
二
於
テ
月
賦
弁
済
ノ
約
定
ヲ
取
消
ス
ノ
意
思
ヲ
表
示
セ
サ
ル
限
り
」
消
滅
時

効
は
進
行
し
な
い
と
す
る
。
こ
れ
に
対
し
◎
大
判
大
正
七
年
八
月
六
日
民
録
二
四
輯
一
五
七
〇
頁
は
、
即
時
進
行
説
の
見
地
か
ら
、
コ
回
タ

リ
ト
モ
支
払
を
延
滞
ス
ル
ニ
於
テ
ハ
一
時
二
未
払
債
務
額
全
部
ヲ
弁
済
ス
ヘ
キ
特
約
ノ
存
ス
ル
」
場
合
に
お
い
て
、
遅
滞
の
時
か
ら
債
権
全

額
に
つ
い
て
時
効
が
進
行
す
る
こ
と
に
な
る
と
し
た
。
ま
た
㊦
大
判
昭
和
四
年
三
月
二
一
日
裁
判
例
三
民
法
五
二
頁
も
即
時
進
行
説
に
立
ち
、

期
限
の
利
益
喪
失
に
は
、
当
然
喪
失
型
と
請
求
喪
失
型
と
の
二
種
が
あ
り
う
る
こ
と
を
認
め
つ
つ
、
「
月
賦
金
ヲ
一
回
タ
リ
ト
モ
延
滞
シ
タ
ル

時
ハ
月
賦
弁
済
ノ
利
益
ヲ
失
ヒ
一
時
二
弁
済
ス
ル
コ
ト
」
と
い
う
条
項
が
あ
っ
た
場
合
に
つ
い
て
、
債
権
者
意
思
説
に
立
っ
た
原
審
の
判
決

を
審
理
不
尽
と
し
て
破
棄
し
て
い
る
。
と
こ
ろ
が
◎
大
判
昭
和
一
二
年
二
月
一
二
日
民
集
一
六
巻
八
八
頁
は
、
債
権
者
意
思
説
に
立
ち
、
コ

回
ニ
テ
モ
掛
返
ヲ
怠
リ
タ
ル
時
ハ
残
額
全
部
ヲ
一
時
二
支
払
フ
ヘ
キ
特
約
ア
リ
」
と
い
う
場
合
に
つ
い
て
、
即
時
進
行
説
を
と
っ
た
原
審
を

審
理
不
尽
と
し
て
破
棄
し
て
い
る
と
い
う
よ
う
に
④
㊤
が
債
権
者
意
思
説
、
◎
㊦
が
即
時
進
行
説
で
あ
り
一
貫
し
て
い
な
い
。

　
こ
の
よ
う
に
、
大
審
院
の
判
例
に
も
動
揺
が
あ
っ
た
が
、
漸
く
債
権
者
意
思
説
を
採
る
大
連
判
昭
和
一
五
年
三
月
二
二
日
民
集
一
九
巻
五

四
五
頁
は
「
按
ス
ル
ニ
割
賦
払
ノ
債
務
二
付
債
務
者
力
一
回
タ
リ
ト
モ
其
ノ
弁
済
ヲ
慨
怠
シ
タ
ル
ト
キ
ハ
債
務
者
ハ
割
賦
払
二
依
ル
期
限
ノ

利
益
ヲ
失
ヒ
一
時
二
全
額
ヲ
支
払
フ
ヘ
キ
旨
ヲ
特
約
シ
タ
ル
場
合
ト
錐
其
ノ
特
約
ノ
趣
旨
力
一
回
ノ
慨
怠
二
依
リ
当
然
期
限
ノ
利
益
ヲ
喪
失

ス
ル
コ
ト
ナ
ク
之
力
為
ニ
ハ
債
権
者
二
於
テ
全
額
二
付
一
時
ノ
支
払
ヲ
求
メ
期
限
ノ
利
益
ヲ
喪
失
セ
シ
ム
ル
旨
ノ
意
思
表
示
ヲ
ス
コ
ト
ヲ
必

要
ト
ス
ル
モ
ノ
ナ
ル
ト
キ
ハ
債
権
全
額
二
対
ス
ル
消
滅
時
効
ハ
右
ノ
意
思
表
示
ノ
時
ヨ
リ
其
の
進
行
ヲ
開
始
ス
ヘ
キ
モ
ノ
ト
ス
蓋
シ
斯
ル
場

合
二
於
テ
ハ
期
限
ノ
利
益
ヲ
喪
失
セ
シ
ム
ル
ヤ
否
ヤ
ハ
債
権
者
ノ
自
由
二
属
シ
債
権
者
ハ
債
務
者
の
解
怠
二
拘
ラ
ス
尚
従
前
ノ
通
リ
割
賦
弁

済
ヲ
求
メ
得
ヘ
ク
債
権
者
ノ
債
務
者
ノ
解
怠
ヲ
尤
ム
ル
コ
ト
ナ
ク
特
二
前
示
意
思
表
示
ヲ
為
サ
サ
ル
ニ
於
テ
ハ
債
務
者
ハ
依
然
ト
シ
テ
割
賦
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弁
済
二
依
ル
期
限
ノ
利
益
ヲ
保
有
ス
ル
コ
ト
勿
論
ニ
シ
テ
初
メ
ヨ
リ
弁
済
期
ノ
定
ナ
キ
債
権
ト
同
視
ス
ル
コ
ト
得
サ
レ
ハ
ナ
リ
是
レ
当
院
ノ

従
来
判
例
ト
ス
ル
所
ニ
シ
テ
右
ト
抵
触
ス
ル
当
院
判
例
ハ
之
ヲ
変
更
ス
ヘ
キ
モ
ノ
ト
ス
」
と
判
示
し
た
こ
と
に
っ
て
、
判
例
上
の
対
立
に
一

応
の
終
止
符
が
打
た
れ
た
。

　
㈹
　
次
に
学
説
の
対
立
を
考
察
す
る
。
学
説
の
対
立
は
、
特
に
前
掲
大
審
院
連
合
部
昭
和
一
五
年
判
決
が
債
権
者
意
思
説
の
立
場
を
明
確

に
し
た
こ
と
を
模
機
と
し
て
、
判
旨
に
賛
成
の
未
川
・
抽
木
両
博
士
と
反
対
の
我
妻
博
士
の
見
解
の
対
立
が
際
立
っ
て
明
確
に
な
っ
た
。
即

ち
賛
成
説
の
末
川
博
士
は
、
期
限
の
利
益
の
喪
失
は
債
務
者
に
不
利
益
を
与
え
る
べ
き
も
の
で
あ
り
、
こ
れ
に
よ
り
債
権
者
を
し
て
不
利
益

を
地
位
に
お
か
せ
る
理
由
は
な
い
。
債
務
者
が
期
限
の
利
益
を
失
う
べ
き
こ
と
の
予
定
さ
れ
て
い
る
事
実
が
発
生
し
た
か
ら
と
い
っ
て
、
債

権
者
が
全
額
一
時
払
を
請
求
す
る
か
従
来
通
り
割
賦
弁
済
を
請
求
す
る
か
は
、
債
権
者
の
自
由
で
あ
り
、
債
権
者
は
本
来
の
弁
済
期
を
一
方

的
に
変
更
し
う
る
形
成
権
を
取
得
す
る
に
と
ど
ま
る
べ
き
と
み
る
べ
き
で
あ
る
、
と
さ
れ
（
末
川
・
民
商
一
二
巻
三
号
五
五
八
頁
）
、
抽
木
博

士
は
、
特
約
の
利
益
を
主
張
せ
ず
に
、
当
初
の
約
定
通
り
の
割
賦
払
を
受
け
よ
う
と
す
る
人
情
味
多
い
債
権
者
の
債
権
が
、
そ
の
知
ら
ぬ
間

に
当
初
の
約
定
弁
済
期
に
達
し
な
い
う
ち
に
時
効
に
よ
っ
て
消
滅
す
る
の
は
著
し
く
不
合
理
で
あ
る
。
ま
た
形
成
権
を
行
使
し
な
く
て
も
時

効
が
進
行
す
る
と
す
る
こ
と
は
、
事
実
上
こ
の
行
使
を
債
権
者
に
強
制
す
る
こ
と
に
な
っ
て
不
当
で
あ
る
。
大
審
院
は
、
こ
の
よ
う
な
結
果

を
お
そ
れ
る
か
ら
こ
そ
形
成
権
の
行
使
な
き
問
は
全
額
に
つ
い
て
時
効
が
進
行
し
な
い
と
し
た
も
の
に
外
な
ら
な
い
、
と
さ
れ
る
（
抽
木
・

判
例
民
法
総
論
下
巻
四
三
四
頁
）
。

　
こ
れ
に
対
し
、
判
旨
に
反
対
さ
れ
る
我
妻
博
士
は
、
一
回
解
怠
す
れ
ば
全
額
の
請
求
を
う
け
て
も
異
議
の
な
い
旨
の
約
款
の
場
合
も
、
一

回
の
解
怠
に
よ
っ
て
当
然
に
期
限
の
利
益
を
喪
失
す
る
旨
の
約
款
の
場
合
も
、
ひ
と
し
く
消
滅
時
効
は
全
部
に
つ
い
て
進
行
す
る
。
消
滅
時

効
は
、
債
権
者
が
権
利
を
行
使
す
る
こ
と
を
得
る
時
か
ら
進
行
す
る
も
の
で
あ
っ
て
、
債
権
者
の
遅
滞
の
時
期
と
は
無
関
係
で
あ
る
（
不
確

定
期
限
付
債
権
は
、
期
限
到
来
の
時
か
ら
時
効
は
当
然
に
進
行
す
る
も
、
債
務
者
の
遅
滞
は
債
務
者
が
期
限
の
到
来
を
知
っ
た
時
か
ら
で
あ

る
。
）
、
連
合
部
判
決
は
債
務
者
の
債
務
不
履
行
の
時
と
消
滅
時
効
の
進
行
点
を
区
別
し
て
い
な
い
。
す
な
わ
ち
、
債
務
者
が
過
怠
金
契
約
違
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求償債権等の消滅時効の起算点

反
の
場
合
は
、
債
権
者
は
債
務
者
に
与
え
た
期
限
の
利
益
を
撤
回
し
う
る
権
利
を
取
得
す
る
。
こ
の
場
合
は
、
そ
の
撤
回
権
た
る
形
成
権
の

行
使
に
よ
っ
て
、
弁
済
期
の
到
来
す
る
債
権
と
な
る
が
、
そ
の
債
権
の
消
滅
時
効
は
、
そ
の
債
権
の
弁
済
期
か
ら
進
行
す
る
の
で
は
な
く
、

期
限
の
利
益
を
撤
回
す
る
形
成
権
を
行
使
し
う
る
時
か
ら
進
行
す
る
と
考
え
る
べ
き
で
あ
る
と
さ
れ
る
（
我
妻
・
判
民
昭
和
一
五
年
度
二
八

号
事
件
評
釈
）
。

　
㈲
　
前
掲
大
判
昭
和
一
五
年
判
決
以
前
に
於
い
て
も
、
富
井
・
中
島
博
士
な
ど
は
債
権
者
意
思
説
を
も
っ
て
説
明
さ
れ
（
富
井
政
章
・
民

法
原
論
第
一
巻
・
五
九
四
頁
、
中
島
玉
吉
・
民
法
釈
義
〔
巻
之
一
〕
八
九
〇
頁
）
、
鳩
山
博
士
は
即
時
進
行
説
を
も
っ
て
説
明
さ
れ
る
（
鳩
山

秀
夫
・
法
律
行
為
乃
至
時
効
六
九
五
頁
）
な
ど
の
対
立
が
あ
る
。
ま
た
大
連
判
以
後
は
、
我
妻
博
士
を
筆
頭
に
し
て
即
時
進
行
説
を
支
持
す

る
学
説
（
川
島
武
宜
・
民
法
総
則
五
一
九
頁
、
幾
代
通
・
民
法
総
則
五
〇
九
頁
、
四
宮
和
夫
・
民
法
総
則
三
一
二
頁
な
ど
）
が
多
い
が
、
そ

の
理
由
は
消
滅
時
効
の
起
算
点
を
論
理
的
に
容
易
に
説
明
で
き
る
か
ら
で
あ
る
。
し
か
し
、
時
効
制
度
と
の
関
り
も
あ
っ
て
、
必
ず
し
も
全

面
的
に
妥
当
な
見
解
と
も
い
え
な
い
。
こ
の
点
に
つ
い
て
、
近
時
最
判
昭
和
四
二
年
六
月
二
三
日
民
集
二
一
巻
六
号
一
四
九
二
頁
は
、
「
割
賦

金
弁
済
契
約
に
お
い
て
、
割
賦
払
の
約
定
に
違
反
し
た
と
き
は
、
債
務
者
は
債
権
者
の
請
求
に
よ
り
償
還
期
限
に
か
か
わ
ら
ず
直
ち
に
残
債

務
全
額
を
弁
済
す
べ
き
旨
の
約
定
が
存
す
る
場
合
に
は
、
一
回
の
不
履
行
が
あ
っ
て
も
、
各
割
賦
金
額
に
つ
き
約
定
弁
済
期
の
到
来
毎
に
順

次
消
滅
時
効
が
進
行
し
、
債
権
者
が
特
に
残
債
務
金
額
の
弁
済
を
求
め
る
旨
の
意
思
表
示
を
し
た
場
合
に
か
ぎ
り
、
そ
の
時
か
ら
右
金
額
に

つ
い
て
消
滅
時
効
が
進
行
す
る
も
の
と
解
す
べ
き
で
あ
る
（
昭
和
一
四
年
（
オ
）
第
六
二
五
号
同
一
五
年
三
月
一
三
日
大
審
院
民
事
連
合
部

判
決
・
民
集
一
九
巻
五
四
四
頁
参
照
）
」
と
す
る
債
権
者
意
思
説
を
再
確
認
す
る
見
解
を
示
し
た
。
し
か
し
、
こ
の
見
解
に
つ
い
て
も
問
題
点

は
多
い
（
新
版
判
例
演
習
民
法
ー
三
四
一
頁
以
下
参
照
）

　
要
す
る
に
、
今
日
で
は
割
賦
売
買
に
よ
る
代
金
の
支
払
い
や
、
い
わ
ゆ
る
ロ
ー
ン
に
お
け
る
借
金
の
返
済
に
つ
い
て
は
、
殆
ん
ど
が
分
割

返
済
と
い
う
方
法
が
広
く
行
わ
れ
お
り
、
過
怠
条
項
も
付
さ
れ
て
い
る
の
が
一
般
で
あ
っ
て
、
債
権
者
・
債
務
者
双
方
に
と
っ
て
利
害
関
係

の
あ
る
問
題
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
今
後
の
研
究
に
よ
り
、
よ
り
妥
当
な
見
解
へ
の
統
一
が
望
ま
れ
る
争
点
で
あ
る
。
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⇔
　
本
件
訴
訟
で
は
、
大
阪
市
信
用
保
証
協
会
が
原
告
と
な
り
、
Y
に
対
し
て
求
償
権
を
行
使
し
て
い
る
の
で
、
ま
ず
、
①
信
用
保
証
協

会
と
は
何
者
で
あ
る
か
を
考
察
し
、
②
求
償
権
の
性
質
を
明
ら
か
に
し
た
い
。

①
信
用
保
証
協
会
は
、
信
用
保
証
協
会
法
（
昭
和
二
八
年
法
一
九
六
号
）
に
基
づ
い
て
設
立
さ
れ
た
法
人
で
あ
っ
て
、
そ
の
主
要
な
業

務
は
、
同
法
第
二
〇
条
に
よ
る
と
、
④
中
小
企
業
者
等
が
金
融
機
関
に
対
し
て
負
担
す
る
債
務
の
保
証
、
◎
中
小
企
業
者
等
の
債
務
を
金
融

機
関
が
保
証
す
る
場
合
に
お
け
る
当
該
債
務
の
保
証
を
す
る
こ
と
、
④
代
理
貸
付
の
場
合
に
伴
う
保
証
債
務
の
保
証
等
の
三
種
が
法
定
さ
れ

て
い
る
が
、
協
会
が
現
実
に
行
っ
て
い
る
の
は
④
の
み
で
あ
り
、
そ
の
目
的
は
、
中
小
企
業
者
等
に
対
す
る
金
融
の
円
滑
を
図
る
た
め
に
あ

る
（
同
法
一
条
）
。
し
た
が
っ
て
、
信
用
保
証
協
会
の
目
的
及
び
業
務
内
容
か
ら
す
る
と
、
信
用
保
証
協
会
は
、
営
利
法
人
・
公
益
法
人
た
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
パ
ェ
レ

性
質
の
何
れ
を
も
有
せ
ず
、
専
ら
特
殊
法
人
の
性
質
を
有
す
る
法
人
で
あ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ハ
　
ヤ

　
②
そ
の
信
用
保
証
協
会
が
主
た
る
債
務
者
、
ま
た
は
保
証
人
に
代
っ
て
債
務
の
弁
済
な
ど
を
す
る
と
、
債
務
者
に
対
す
る
求
償
権
を
取

得
す
る
こ
と
に
な
る
。
問
題
に
な
る
の
は
、
営
利
法
人
で
は
な
い
信
用
保
証
協
会
が
、
商
事
債
務
を
代
位
弁
済
し
た
こ
と
に
よ
っ
て
取
得
す

る
求
償
権
は
、
通
常
の
債
権
と
な
る
か
、
ま
た
は
商
事
債
権
の
ま
ま
で
あ
る
か
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
も
し
、
主
た
る
債
務
が
商
事
債
務
で

あ
っ
て
も
、
信
用
保
証
協
会
の
弁
済
は
商
行
為
に
該
当
し
な
い
か
ら
、
そ
れ
に
よ
る
求
償
権
も
商
事
債
権
と
は
な
ら
な
い
と
す
れ
ば
、
そ
の

求
償
権
の
消
滅
時
効
は
通
常
債
権
と
同
様
の
一
〇
年
で
あ
る
が
、
商
事
債
権
の
ま
＞
で
あ
る
と
す
れ
ば
五
年
で
あ
る
と
い
う
相
違
と
な
る
か

ら
で
あ
る
。
こ
の
点
を
説
明
す
る
に
あ
た
り
、
以
下
、
④
求
償
権
の
性
質
及
び
そ
れ
の
時
効
期
間
、
◎
X
の
求
償
権
の
根
拠
た
る
保
証
委
託

契
約
の
性
質
に
つ
い
て
検
討
す
る
。

　
④
X
の
業
務
は
前
述
し
た
よ
う
な
内
容
で
あ
る
た
め
、
主
た
る
債
務
者
が
債
務
不
履
行
に
陥
い
れ
ば
、
X
は
保
証
債
務
を
履
行
す
る
も
の

と
し
て
、
Y
に
代
わ
っ
て
A
に
弁
済
し
、
そ
の
効
果
と
し
て
Y
に
対
す
る
求
償
権
を
取
得
し
、
A
に
弁
済
し
た
金
銭
及
び
損
害
金
の
支
払
い

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
へ
　
レ

を
求
め
る
こ
と
や
、
債
務
者
に
代
っ
て
債
務
者
の
た
め
に
弁
済
す
る
こ
と
で
他
の
保
証
人
に
対
し
て
取
得
し
た
求
償
権
や
、
担
保
提
供
者
に

対
し
て
A
の
権
利
を
行
使
す
る
こ
と
も
で
き
る
。
前
二
者
を
保
証
債
務
の
履
行
に
基
づ
く
求
償
権
と
い
う
。
後
者
は
他
人
の
債
務
の
弁
済
に
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基
づ
く
求
償
権
で
あ
っ
て
、
X
と
Y
以
外
の
法
律
的
利
害
関
係
人
の
間
で
権
利
を
行
使
す
る
こ
と
に
な
る
。
し
た
が
っ
て
、
前
者
と
異
な
っ

て
従
来
A
が
Y
に
対
し
て
保
有
し
て
い
た
権
利
、
及
び
こ
れ
に
従
た
る
権
利
に
限
定
さ
れ
た
範
囲
内
で
X
に
移
転
す
る
と
い
う
法
律
関
係
で

　
パ
　
レ

あ
る
。
本
件
判
決
で
問
題
と
な
る
の
は
前
二
者
の
求
償
権
で
あ
っ
て
、
X
が
Y
に
対
し
て
求
償
権
を
行
使
す
る
場
合
に
、
そ
の
求
償
権
が
一

般
債
権
で
あ
る
と
す
れ
ば
一
〇
年
の
消
滅
時
効
、
も
し
、
商
事
債
権
で
あ
る
と
す
れ
ば
五
年
の
消
滅
時
効
が
適
用
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
が
、

そ
の
何
れ
の
債
権
と
す
る
こ
と
が
妥
当
か
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
A
の
Y
に
対
す
る
債
権
は
商
事
債
権
で
あ
る
か
ら
弁
済
し
た
者
が
商
人
で

あ
れ
ば
、
商
法
三
条
に
よ
り
、
X
の
求
償
権
も
商
事
債
権
と
な
る
が
、
前
述
し
た
よ
う
に
X
は
商
人
で
は
な
い
の
で
、
別
件
（
最
判
昭
和
四

二
年
一
〇
月
六
日
民
集
二
一
巻
八
号
二
〇
五
一
頁
）
で
、
こ
の
点
が
争
点
と
な
っ
た
事
案
で
、
そ
の
第
一
審
は
、
X
（
信
用
保
証
協
会
）
の

求
償
権
並
び
に
損
害
金
債
権
は
、
X
が
Y
ら
の
委
託
に
よ
っ
て
保
証
し
、
か
つ
、
そ
の
弁
済
が
な
さ
れ
た
こ
と
に
基
づ
い
て
発
生
し
た
も
の

で
あ
る
か
ら
、
前
者
と
後
者
と
は
義
務
発
生
の
原
因
を
異
に
し
、
A
・
Y
間
の
消
費
貸
借
が
商
行
為
で
あ
る
か
ら
と
い
つ
て
、
X
の
求
償
権

並
び
に
損
害
金
債
権
は
当
然
に
は
商
事
債
権
と
は
な
ら
な
い
、
と
し
た
も
の
が
あ
る
。
し
か
し
前
掲
最
判
昭
和
四
二
年
六
月
壬
二
日
判
決
は

「
X
は
商
人
の
性
質
を
有
し
な
い
が
、
本
件
保
証
は
商
人
で
あ
る
主
債
務
者
Y
の
委
託
に
も
と
づ
く
の
で
あ
る
か
ら
、
保
証
人
自
身
は
商
人

で
な
く
て
も
、
そ
の
保
証
委
託
行
為
が
主
債
務
者
の
営
業
の
た
め
に
す
る
も
の
と
推
定
さ
れ
る
結
果
、
保
証
委
託
契
約
の
当
事
者
双
方
に
商

法
の
規
定
が
適
用
さ
れ
る
…
…
本
件
求
償
権
が
X
に
お
い
て
の
前
記
保
証
委
託
契
約
の
履
行
と
し
て
、
保
証
人
で
あ
る
立
場
に
お
い
て
、
主

債
務
者
等
に
か
わ
っ
て
弁
済
し
た
こ
と
に
よ
っ
て
発
生
す
る
も
の
で
あ
る
こ
と
お
よ
び
商
法
五
二
二
条
の
「
商
行
為
二
困
リ
テ
生
シ
タ
ル
債

権
」
と
は
迅
速
結
了
を
尊
重
す
る
商
取
引
の
要
請
に
よ
っ
て
設
け
ら
れ
た
こ
と
を
考
え
れ
ば
、
商
人
で
な
い
X
の
し
た
弁
済
行
為
自
体
は
商

行
為
に
あ
た
ら
な
い
と
し
て
も
、
本
件
求
償
権
は
、
結
局
、
商
法
五
二
二
条
の
い
わ
ゆ
る
商
事
債
権
と
し
て
短
期
消
滅
時
効
の
適
用
を
受
け

る
も
の
と
解
す
る
の
が
相
当
で
あ
る
と
す
る
。
こ
の
見
解
は
通
説
（
松
本
（
黙
）
「
商
行
為
法
」
五
三
頁
、
大
隅
「
商
行
為
法
」
四
二
頁
、
西

原
「
商
行
為
法
」
（
全
集
）
一
四
四
頁
、
松
波
「
日
本
商
行
為
法
」
二
九
〇
頁
な
ど
）
・
判
例
（
大
判
大
正
四
年
二
月
八
日
民
録
二
一
輯
七
五

頁
、
同
昭
和
八
年
六
月
；
百
民
集
二
一
巻
一
四
八
四
頁
な
ど
）
の
支
持
す
る
と
こ
ろ
で
あ
っ
て
、
本
件
に
お
い
て
も
、
こ
の
点
は
争
点
と
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な
っ
て
は
い
な
い
。
し
た
が
っ
て
、
X
の
求
償
権
並
び
に
損
害
金
債
権
は
商
事
債
権
で
あ
り
、
五
年
の
短
期
消
滅
時
効
の
適
用
さ
れ
る
と
こ

ろ
と
な
る
。

　
◎
X
・
Y
間
の
保
証
委
託
契
約
は
、
Y
か
ら
自
己
の
債
務
の
保
証
を
な
す
べ
く
求
め
ら
れ
、
X
が
Y
と
の
間
で
、
A
の
債
権
に
つ
い
て
保

証
契
約
を
締
結
す
る
に
あ
た
り
、
原
則
と
し
て
事
前
に
X
の
求
償
権
の
確
保
等
に
つ
い
て
の
取
極
め
を
い
う
。
し
た
が
っ
て
X
・
Y
間
の
保

証
委
託
契
約
条
件
に
つ
い
て
合
意
に
達
せ
ず
、
そ
の
契
約
が
成
立
し
な
い
と
す
れ
ば
、
X
・
A
間
の
保
証
契
約
も
締
結
さ
れ
る
こ
と
に
は
な

ら
な
い
と
い
う
重
要
な
契
約
で
あ
る
と
い
っ
て
よ
い
。
こ
れ
に
対
し
、
求
償
権
の
根
拠
を
A
・
X
の
保
証
契
約
に
求
め
る
見
解
（
吉
野
「
保

証
委
託
契
約
と
根
抵
当
権
の
成
立
」
金
融
法
務
二
四
八
号
八
五
頁
）
も
あ
る
が
、
求
償
権
は
X
が
原
則
と
し
て
保
証
債
務
を
履
行
し
、
Y
の

債
務
を
弁
償
し
た
こ
と
で
（
例
外
は
民
法
四
六
〇
条
）
発
生
す
る
も
の
で
あ
っ
て
、
保
証
の
な
い
と
こ
ろ
に
そ
れ
に
基
づ
く
他
人
の
債
務
の

弁
済
な
ど
あ
り
う
る
は
ず
は
な
い
の
だ
か
ら
、
事
前
に
締
結
す
る
Y
・
X
間
の
保
証
委
託
契
約
は
、
当
然
有
効
に
成
立
す
る
と
考
え
て
よ
く
、

し
た
が
っ
て
求
償
権
の
根
拠
を
保
証
契
約
に
求
め
る
必
要
は
な
い
と
考
え
る
こ
と
が
で
き
る
。
こ
の
よ
う
な
こ
と
で
、
X
の
求
償
権
は
X
・

Y
間
の
保
証
委
託
契
約
に
根
拠
を
求
め
る
と
す
る
の
が
通
説
（
中
川
「
注
釈
民
法
⑪
債
権
」
二
七
一
頁
、
我
妻
「
新
訂
債
権
総
論
」
四
八
七

頁
、
於
保
「
債
権
総
論
」
（
全
集
）
二
五
〇
頁
）
・
判
例
（
大
判
大
正
五
年
三
月
一
七
日
民
録
二
二
輯
四
六
七
頁
・
大
判
昭
和
六
年
一
〇
月
三

日
民
集
一
〇
巻
一
〇
号
八
五
一
頁
・
大
判
昭
和
一
二
年
四
月
二
六
日
判
決
全
集
四
輯
三
八
九
頁
な
ど
）
で
あ
る
。
そ
う
だ
と
す
る
と
、
ω
X

が
Y
の
委
託
を
う
け
て
保
証
し
た
場
合
に
於
い
て
は
、
Y
と
X
の
間
の
法
律
関
係
は
委
託
関
係
に
あ
る
の
で
、
X
の
求
償
権
は
そ
の
性
質
上

委
託
事
務
処
理
に
要
す
る
費
用
償
還
請
求
権
（
民
法
六
四
九
条
・
六
五
〇
条
）
に
あ
た
る
。
㈹
Y
の
委
託
を
う
け
な
い
で
保
証
し
た
者
は
、

Y
に
対
し
て
事
務
管
理
者
の
関
係
に
立
つ
か
ら
、
そ
の
求
償
権
は
性
質
上
事
務
管
理
者
の
費
用
償
還
請
求
権
（
民
法
七
〇
二
条
）
に
あ
た
る
。

㈹
民
法
四
五
九
条
以
下
の
規
定
は
、
ω
㈹
の
特
則
で
あ
る
か
ら
、
そ
の
か
ぎ
り
で
委
託
や
事
務
管
理
の
規
定
を
排
除
す
る
が
、
任
意
規
定
で

あ
る
か
ら
Y
・
X
間
で
こ
れ
と
異
な
る
定
め
を
な
す
こ
と
が
で
き
る
。
し
た
が
っ
て
X
・
Y
問
の
保
証
委
託
契
約
は
有
効
で
あ
る
こ
と
は
い

う
ま
で
も
な
い
。
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以
上
考
察
し
て
き
た
よ
う
に
、
X
の
求
償
権
の
性
質
及
び
根
拠
を
明
確
に
し
な
が
ら
、
求
償
権
の
消
滅
時
効
の
期
間
、
並
び
に
X
．
Y
間

の
保
証
委
託
契
約
の
任
意
性
を
問
題
に
し
て
き
た
が
、
そ
の
結
果
X
の
求
償
権
の
行
使
は
法
的
根
拠
の
在
す
る
も
の
で
あ
り
、
し
た
が
っ
て

本
件
判
決
が
X
の
主
張
を
理
由
あ
る
も
の
と
し
て
、
ま
た
、
X
・
Y
問
の
保
証
委
託
契
約
は
原
則
と
し
て
X
・
Y
間
で
創
造
で
き
る
契
約
で

あ
る
と
し
て
判
断
し
て
い
る
こ
と
は
正
当
で
あ
る
と
い
う
こ
と
が
で
き
よ
う
。

　
日
　
問
題
は
、
い
わ
ゆ
る
分
割
金
弁
済
契
約
に
お
け
る
過
怠
条
項
違
反
に
よ
っ
て
、
債
務
者
に
全
額
支
払
い
義
務
が
生
じ
た
場
合
に
、
判

例
が
債
権
者
意
思
説
の
立
場
か
ら
、
そ
れ
の
消
滅
時
効
の
起
算
点
は
、
債
権
者
が
債
務
者
に
対
し
、
全
額
の
支
払
い
を
求
め
た
時
と
し
、
そ

の
時
点
か
ら
消
滅
時
効
は
進
行
す
る
。
し
か
し
、
保
証
人
が
弁
済
し
た
こ
と
に
よ
っ
て
取
得
す
る
求
償
権
の
消
滅
時
効
の
起
算
点
は
、
保
証

人
が
具
体
的
に
求
償
権
を
行
使
し
た
時
で
は
な
く
、
保
証
人
が
弁
済
な
ど
を
し
て
主
た
る
債
務
を
消
滅
さ
せ
た
時
で
あ
る
、
と
す
る
こ
と
が

妥
当
で
あ
る
か
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
こ
の
見
解
が
正
当
か
否
か
に
つ
い
て
、
本
件
判
決
を
狙
上
に
あ
げ
、
債
権
者
意
思
説

及
び
、
即
時
進
行
説
の
対
立
点
を
、
よ
り
明
確
に
し
本
件
判
決
の
妥
当
性
の
有
無
を
検
討
す
る
。

　
そ
こ
で
、
ま
ず
本
件
判
決
を
要
約
す
る
と
、
主
た
る
債
務
者
の
分
割
金
弁
済
契
約
に
お
け
る
過
怠
金
条
項
違
反
に
お
い
て
、
そ
れ
の
保
証

人
が
保
証
責
任
を
履
行
し
主
た
る
債
務
を
弁
済
な
ど
に
よ
っ
て
消
滅
さ
せ
た
こ
と
に
よ
り
取
得
す
る
求
償
権
（
民
四
五
九
条
）
の
消
滅
時
効

の
起
算
点
は
、
保
証
人
が
事
前
求
償
権
（
民
四
六
〇
条
）
を
取
得
し
て
い
る
場
合
も
、
と
も
に
保
証
人
が
弁
済
、
そ
の
他
自
己
の
出
損
を
も
っ

て
、
主
た
る
債
務
を
消
滅
さ
せ
る
行
為
を
し
た
時
で
あ
り
、
そ
の
翌
日
か
ら
消
滅
時
効
は
進
行
す
る
と
い
う
も
の
で
あ
る
。

　
前
に
述
べ
て
い
る
よ
う
に
、
分
割
弁
済
契
約
に
お
け
る
過
怠
条
項
に
違
反
す
る
と
、
債
務
者
は
期
限
の
利
益
を
失
い
、
残
代
金
全
額
に
つ

い
て
直
ち
に
債
務
不
履
行
に
陥
い
る
と
す
る
点
に
つ
い
て
の
争
い
は
な
い
。
問
題
は
、
そ
の
債
権
に
対
す
る
消
滅
時
効
は
、
債
務
者
が
違
約

に
よ
り
残
代
金
全
額
の
支
払
い
義
務
を
負
担
し
た
時
か
ら
進
行
す
る
か
、
ま
た
は
債
権
者
が
債
務
者
に
対
し
、
そ
れ
の
支
払
い
を
求
め
た
時

か
ら
進
行
す
る
か
、
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
こ
の
点
に
つ
い
て
、
前
述
し
た
よ
う
に
、
多
数
の
学
説
は
前
者
に
、
判
例
は
本
件
判
決
を
含
め
、

後
者
に
凝
結
し
、
学
説
・
判
例
の
対
立
す
る
争
点
と
な
っ
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
A
・
Y
間
の
主
た
る
債
権
・
債
務
関
係
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と
、
X
・
Y
間
の
求
償
関
係
は
一
体
不
可
分
の
関
係
に
あ
る
の
で
、
①
A
・
Y
間
の
主
た
る
債
務
の
消
滅
時
効
に
関
し
て
、
Y
の
主
張
す
る

問
題
点
を
再
度
明
ら
か
に
し
、
②
特
に
Y
の
主
張
す
る
即
時
進
行
説
の
理
論
及
び
そ
の
問
題
点
を
浮
彫
に
す
る
こ
と
で
、
学
説
・
判
例
の
争

点
を
提
示
し
、
X
の
Y
に
対
す
る
求
償
権
の
問
題
点
を
よ
り
深
く
研
究
す
る
。

　
①
Y
は
本
件
訴
訟
で
、
X
の
求
償
権
の
行
使
に
対
し
、
Y
が
A
に
負
担
す
る
主
た
る
債
務
は
、
分
割
弁
済
契
約
に
お
け
る
過
怠
条
項
違

反
の
結
果
生
じ
た
も
の
で
あ
っ
て
、
Y
が
昭
和
五
一
年
六
月
一
五
日
履
行
遅
滞
に
陥
っ
た
こ
と
、
ま
た
同
年
七
月
三
日
手
形
取
引
停
止
処
分

を
う
け
た
こ
と
に
よ
っ
て
、
A
に
対
し
て
残
代
金
全
額
の
支
払
い
義
務
を
負
担
し
た
が
、
そ
の
両
者
何
れ
か
の
日
よ
り
、
五
年
を
経
過
し
た

時
点
で
、
右
債
権
は
時
効
に
よ
り
消
滅
し
て
い
る
こ
と
を
前
提
に
、
X
・
Y
問
で
締
結
さ
れ
て
い
る
保
証
委
託
契
約
に
よ
る
と
、
同
第
四
条

で
Y
に
手
形
交
換
所
の
取
引
停
止
処
分
な
ど
の
事
由
が
生
じ
た
と
き
は
、
X
は
A
に
弁
済
す
る
以
前
に
Y
に
求
償
で
き
る
旨
の
定
め
が
あ
る

の
で
、
X
は
Y
に
対
し
前
記
手
形
取
引
停
止
処
分
を
う
け
た
日
（
昭
和
五
一
年
七
月
三
日
）
の
翌
日
の
昭
和
五
一
年
七
月
四
日
以
降
は
求
償

権
を
行
使
で
き
る
地
位
に
あ
る
。
そ
う
だ
と
す
る
と
、
X
の
求
償
権
は
そ
の
日
か
ら
五
年
を
経
過
す
る
と
時
効
で
消
滅
す
る
（
商
五
一
ご
一

条
）
。
し
た
が
っ
て
、
X
の
Y
に
対
す
る
求
償
権
は
昭
和
五
六
年
七
月
四
日
に
時
効
が
完
成
し
て
い
る
こ
と
に
な
る
。
そ
こ
で
、
X
が
Y
に
対

し
て
求
償
権
を
行
使
し
た
の
は
、
昭
和
五
七
年
二
月
一
五
日
で
あ
る
か
ら
、
時
効
完
成
後
に
求
償
権
を
行
使
し
て
い
る
と
こ
と
に
な
り
、
X

の
請
求
は
棄
却
さ
れ
る
べ
き
で
あ
る
、
と
主
張
し
て
い
る
。
こ
れ
に
対
し
、
第
一
審
を
含
め
本
件
最
高
裁
判
決
は
、
こ
の
Y
の
主
張
を
認
め

ず
、
「
保
証
人
の
主
た
る
債
務
者
に
対
す
る
求
償
権
の
消
滅
時
効
は
、
弁
済
そ
の
他
自
己
の
出
損
を
も
っ
て
主
債
務
を
消
滅
さ
せ
る
べ
き
行
為

（
免
責
行
為
）
を
し
た
時
か
ら
起
算
し
、
免
責
行
為
前
に
事
前
求
償
権
を
取
得
し
た
場
合
で
も
異
な
ら
な
い
」
と
判
示
し
て
、
X
の
Y
に
対

す
る
求
償
権
の
消
滅
時
効
に
つ
い
て
、
X
が
A
に
弁
済
し
た
時
の
昭
和
五
二
年
二
月
一
四
日
を
も
っ
て
、
そ
れ
の
起
算
点
と
す
る
と
い
う
の

で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
X
主
張
と
Y
主
張
の
理
論
的
根
拠
は
真
向
か
ら
対
立
し
て
い
る
こ
と
に
な
る
。
こ
の
よ
う
に
、
Y
は
主
た
る
債
務
、

及
び
求
償
権
の
消
滅
時
効
の
起
算
点
に
つ
い
て
即
時
進
行
説
の
理
論
の
上
に
立
っ
て
本
件
訴
訟
を
展
開
し
て
い
る
の
で
、
以
下
、
即
時
進
行

説
の
理
論
及
び
そ
の
問
題
点
を
検
討
す
る
。

一88一



求償債権等の消滅時効の起算点

　
②
前
述
し
た
よ
う
に
、
即
時
進
行
説
は
債
務
者
の
分
割
弁
済
契
約
に
お
け
る
過
怠
条
項
違
反
が
あ
る
と
、
債
権
者
は
債
務
者
に
対
し
て

許
与
し
て
い
た
期
限
の
利
益
を
撤
回
し
て
、
即
時
に
残
金
全
額
を
請
求
で
き
る
権
利
（
一
種
の
形
成
ま
た
は
形
成
権
類
似
の
権
利
）
を
取
得

す
る
。
し
た
が
っ
て
、
そ
の
形
成
権
自
体
の
消
滅
時
効
と
、
そ
の
行
使
に
よ
っ
て
生
ず
る
債
権
（
原
状
回
復
請
求
権
）
の
消
滅
時
効
は
同
時

に
進
行
す
べ
き
性
質
の
も
の
（
ド
民
一
九
九
条
）
で
あ
る
か
ら
、
許
与
し
た
期
限
を
撤
回
で
き
る
権
利
が
生
じ
た
以
上
、
そ
の
時
点
（
Y
の

主
張
す
る
昭
和
五
一
年
七
月
四
日
）
を
も
っ
て
、
残
金
の
全
額
に
対
す
る
消
滅
時
効
は
進
行
す
る
と
い
う
も
の
で
あ
っ
て
、
極
め
て
明
快
な

理
論
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
こ
の
即
時
進
行
説
を
支
持
す
る
学
説
（
e
参
照
）
は
多
い
。
し
か
し
、
理
論
上
の
明
快
さ
と
、
現
実
の
妥
当

性
と
の
間
に
は
相
当
の
距
離
が
み
ら
れ
、
現
実
的
事
例
の
解
決
を
求
め
る
立
場
か
ら
の
即
時
進
行
説
へ
の
批
判
も
多
い
。
そ
の
批
判
と
し
て

は
主
と
し
て
次
の
よ
う
な
見
解
が
あ
る
。

　
④
債
権
者
が
解
怠
す
る
こ
と
で
、
債
権
は
許
与
し
て
い
る
期
限
の
利
益
を
撤
回
で
き
る
権
利
を
取
得
す
る
が
、
そ
れ
を
行
使
し
な
い
以
上
、

そ
の
形
成
権
行
使
の
結
果
と
し
て
生
ず
る
請
求
権
の
み
が
時
効
に
か
か
る
理
由
は
な
い
。

　
◎
分
割
弁
済
の
特
約
は
、
債
務
者
の
利
益
の
た
め
に
定
め
て
い
る
も
の
で
あ
る
が
、
債
務
者
の
解
怠
を
原
因
と
し
て
期
限
の
利
益
を
失
な

う
の
だ
か
ら
、
不
利
益
に
転
換
す
る
こ
と
に
な
る
と
し
て
も
、
ま
た
そ
れ
に
よ
っ
て
、
債
権
者
は
有
利
な
立
場
に
立
つ
こ
と
に
な
る
が
、
そ

れ
は
債
務
者
の
解
怠
を
理
由
と
す
る
事
情
な
ど
を
考
慮
す
る
と
、
債
権
者
が
不
利
な
地
位
に
お
か
れ
る
こ
と
は
妥
当
で
は
な
い
。
し
た
が
っ

て
債
権
者
が
知
ら
な
い
問
に
弁
済
期
（
し
た
が
っ
て
権
利
を
行
使
で
き
る
時
期
）
が
到
来
す
る
と
解
し
、
そ
れ
を
も
っ
て
債
権
者
の
権
利
消

滅
の
時
効
進
行
の
起
点
と
す
る
の
は
妥
当
で
は
な
い
（
末
川
博
士
説
）
。

　
⑤
債
務
者
の
解
怠
に
よ
っ
て
取
得
し
た
特
約
の
利
益
を
行
使
す
る
こ
と
な
く
、
当
初
の
約
定
期
毎
に
弁
済
を
う
け
よ
う
と
す
る
「
人
情
多

き
債
権
者
」
の
債
権
が
、
そ
の
知
ら
な
い
間
に
当
初
の
約
定
弁
済
期
に
達
し
な
い
の
に
消
滅
時
効
が
完
成
す
る
と
い
う
よ
う
な
結
果
を
認
め

る
の
は
妥
当
で
は
な
い
と
さ
れ
る
の
は
抽
木
博
士
で
あ
り
、
有
力
な
批
判
的
見
解
で
あ
る
。

　
右
の
④
⑰
㊦
の
批
判
的
見
解
は
、
理
論
よ
り
も
具
体
的
妥
当
性
の
要
求
す
る
法
理
か
ら
の
見
解
で
あ
る
と
い
う
こ
と
が
で
き
る
。
こ
の
こ
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と
は
、
具
体
的
妥
当
性
を
追
求
す
る
裁
判
所
を
し
て
耳
を
傾
け
さ
せ
、
判
例
は
債
権
者
意
思
説
に
根
拠
を
お
く
見
解
と
し
て
擬
結
さ
せ
る
に

至
っ
た
と
い
う
こ
と
が
で
き
る
。

　
し
か
し
、
即
時
進
行
説
は
、
債
権
者
意
思
説
か
ら
の
批
判
④
◎
㊦
は
理
論
的
で
は
な
い
と
批
判
す
る
。
す
な
わ
ち

　
前
述
④
の
批
判
に
つ
い
て
は
、
債
務
者
の
解
怠
に
よ
り
期
限
の
利
益
を
喪
失
す
る
旨
の
特
約
に
お
い
て
は
、
そ
の
不
履
行
に
よ
り
、
債
権

者
は
債
務
者
の
期
限
の
利
益
を
喪
失
さ
せ
る
一
種
の
形
成
権
を
取
得
す
る
こ
と
に
な
る
の
だ
か
ら
、
判
例
が
形
成
権
の
時
効
と
、
そ
れ
の
行

使
の
結
果
生
ず
る
債
権
の
消
滅
時
効
と
を
全
く
別
個
に
段
階
的
に
発
生
す
る
と
し
て
い
る
の
は
、
形
成
権
の
消
滅
時
効
に
つ
い
て
の
判
断
を

し
て
い
な
い
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
こ
の
こ
と
は
、
形
成
権
の
行
使
は
債
権
成
立
の
た
め
の
論
理
的
前
提
で
あ
る
と
把
握
す
べ
き
で
あ
る
か

ら
、
形
成
権
の
行
使
に
よ
っ
て
生
ず
る
債
権
の
消
滅
時
効
も
、
そ
の
形
成
権
を
行
使
で
き
る
時
点
か
ら
進
行
す
る
と
解
す
る
の
が
正
し
い
か

ら
で
あ
る
。

　
前
述
◎
の
批
判
に
つ
い
て
は
、
時
効
に
よ
る
権
利
の
発
生
・
消
滅
は
当
事
者
の
意
思
と
は
関
係
な
く
、
専
ら
法
律
的
効
果
に
基
づ
く
も
の

で
あ
る
か
ら
、
時
効
制
度
に
情
実
を
入
れ
て
、
そ
の
適
用
の
有
害
を
考
え
る
べ
き
で
は
な
い
。
す
な
わ
ち
、
特
約
の
内
容
が
当
事
者
の
一
方

に
有
利
か
否
か
と
い
う
観
点
に
立
っ
て
判
断
す
べ
き
で
は
な
い
か
ら
で
あ
る
。
そ
う
だ
と
す
る
と
、
債
権
の
消
滅
時
効
は
権
利
を
行
使
で
き

る
時
か
ら
当
然
に
進
行
す
る
と
解
す
べ
き
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
権
利
者
不
知
の
間
に
時
効
が
進
行
す
る
こ
と
に
な
り
不
当
だ
と
批
判
す

る
に
し
て
も
、
時
効
そ
の
も
の
が
権
利
者
の
意
思
と
関
係
な
く
完
成
し
、
ま
た
、
時
効
は
権
利
者
の
責
に
帰
す
べ
き
事
由
を
要
件
と
は
し
な

い
か
ら
、
権
利
者
の
知
・
不
知
が
時
効
の
開
始
・
進
行
に
影
響
す
る
も
の
で
は
な
い
。

　
前
述
㊦
の
批
判
に
つ
い
て
は
、
即
時
進
行
説
の
弱
点
を
衝
か
れ
て
い
る
も
の
の
、
「
人
情
味
多
き
債
権
者
」
に
不
測
の
損
害
与
え
る
べ
き
で

は
な
い
と
す
る
批
判
は
、
時
効
制
度
全
般
に
つ
い
て
い
え
る
点
で
も
あ
り
、
法
解
釈
上
の
留
意
点
で
あ
る
こ
と
は
い
う
ま
で
も
な
い
。
し
か

し
、
「
人
情
味
多
き
債
権
者
」
と
「
権
利
の
上
に
眠
る
者
」
と
は
区
別
す
べ
き
で
あ
り
、
法
が
保
護
す
る
権
利
者
と
は
、
自
ら
権
利
を
行
使
す

る
者
の
み
で
あ
っ
て
、
権
利
を
主
張
し
な
い
者
に
対
し
て
は
何
の
保
護
も
し
な
い
。
し
た
が
っ
て
、
問
題
は
時
効
の
起
算
点
を
ど
の
よ
う
に
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位
置
づ
け
る
か
と
い
う
こ
と
よ
り
も
、
む
し
ろ
債
権
者
が
期
限
の
利
益
を
喪
失
し
た
こ
と
で
、
債
権
者
が
そ
れ
以
降
い
つ
で
も
全
額
支
払
い

請
求
が
で
き
る
の
に
、
そ
れ
を
な
さ
ず
従
来
の
弁
済
期
に
弁
済
を
う
け
よ
う
と
す
る
態
度
が
、
抽
木
博
士
の
い
わ
れ
る
「
人
情
味
多
の
債
権

者
」
と
い
え
る
の
か
と
い
う
こ
と
と
相
撲
っ
て
、
そ
れ
が
一
且
開
始
し
た
時
効
の
進
行
、
及
び
完
成
に
ど
の
よ
う
な
影
響
を
与
え
る
か
と
い

う
点
を
考
慮
す
べ
き
で
あ
る
と
い
う
も
の
で
あ
る
。

　
以
上
の
よ
う
に
、
即
時
進
行
説
は
、
債
権
者
意
思
説
か
ら
の
批
判
に
対
す
る
反
論
は
用
意
し
て
い
る
も
の
の
、
こ
の
見
解
に
も
一
長
一
短

が
あ
り
、
結
極
具
体
的
妥
当
性
を
適
用
し
て
解
釈
す
る
以
外
に
な
い
と
考
え
ら
れ
る
。
し
か
し
、
要
す
る
に
本
件
判
決
は
、
求
償
権
の
消
滅

時
効
の
起
算
点
は
、
主
た
る
債
権
の
消
滅
時
効
の
起
算
点
と
異
な
っ
て
、
X
か
A
に
弁
済
を
し
た
日
を
も
っ
て
そ
れ
の
基
準
と
す
る
も
の
で

あ
る
。
つ
ま
り
主
た
る
債
権
者
A
の
Y
に
対
す
る
分
割
払
債
権
は
、
Y
の
不
履
行
に
よ
っ
て
Y
が
期
限
の
利
益
を
喪
失
し
、
そ
れ
を
原
因
と

し
て
A
が
X
に
残
金
全
額
の
支
払
を
求
め
る
こ
と
に
な
る
が
、
そ
の
場
合
の
債
権
の
消
滅
時
効
の
起
算
点
に
関
す
る
考
え
方
は
債
権
者
意
思

説
が
必
ず
し
も
絶
対
的
理
論
で
は
な
い
が
、
以
下
、
求
償
権
の
消
滅
時
効
の
起
算
点
も
、
本
件
判
決
の
判
旨
、
及
び
理
由
が
絶
対
的
な
理
論

で
は
な
い
と
い
う
こ
と
が
で
き
る
。

　
四
　
本
件
判
決
は
、
X
の
求
償
権
の
消
滅
時
効
の
起
算
点
を
、
X
が
Y
の
債
務
を
A
に
弁
済
を
し
た
時
（
昭
和
五
二
年
二
月
一
四
日
）
と

し
て
い
る
が
、
主
た
る
債
権
の
消
滅
時
効
の
起
算
点
を
A
が
Y
に
対
し
て
債
務
の
支
払
い
を
求
め
た
時
と
す
る
な
ら
ば
、
X
の
求
償
権
が
A
・

Y
間
の
主
た
る
債
権
関
係
と
別
個
の
法
律
関
係
か
ら
生
ず
る
債
権
で
あ
る
と
し
て
も
（
X
の
A
に
対
す
る
弁
済
は
、
X
の
A
に
対
す
る
保
証

債
務
の
履
行
で
あ
る
が
、
実
質
は
Y
の
債
務
の
弁
済
で
あ
る
）
、
主
た
る
債
権
の
消
滅
時
効
の
起
算
点
と
同
様
に
、
X
が
Y
に
求
償
権
を
行
使

し
た
時
か
ら
進
行
を
開
始
す
る
と
す
べ
き
で
あ
る
。
し
か
る
に
、
本
件
判
決
は
、
Y
主
張
の
よ
う
に
主
た
る
債
権
が
債
務
不
履
行
に
陥
っ
た

時
（
昭
和
五
一
年
六
月
一
五
日
）
か
、
手
形
取
引
停
止
処
分
を
う
け
た
時
（
同
年
七
月
三
日
）
の
何
れ
か
に
お
い
て
、
X
は
求
償
権
を
行
使

で
き
る
地
位
に
あ
る
か
ら
、
そ
の
求
償
権
の
消
滅
時
効
の
起
算
点
は
、
そ
れ
の
何
れ
か
で
あ
る
と
す
る
の
で
も
な
く
、
ま
た
、
X
が
Y
に
対

し
て
求
償
権
を
行
使
し
た
時
を
も
っ
て
起
算
点
と
す
る
も
の
で
も
な
い
。
そ
う
だ
と
す
る
と
、
本
件
に
お
け
る
X
の
求
償
権
の
消
滅
時
効
の
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起
算
点
は
、
即
時
進
行
説
・
債
権
者
意
思
説
の
何
れ
に
も
立
脚
し
て
い
な
い
と
い
え
そ
う
で
あ
る
。
た
だ
、
X
が
A
に
弁
済
し
た
こ
と
で
、

X
と
し
て
は
Y
に
求
償
で
き
る
と
す
る
意
思
の
存
在
を
推
測
し
、
そ
の
意
思
に
効
果
を
附
与
し
よ
う
と
す
る
の
で
あ
れ
ば
、
債
権
者
意
思
説

に
立
脚
し
て
い
る
と
い
え
よ
う
（
そ
の
意
味
で
私
は
本
権
判
決
が
債
権
者
意
思
説
に
従
っ
て
い
る
と
把
握
し
て
い
る
）
。
し
か
し
、
こ
の
点
に

関
し
て
本
権
判
決
は
明
確
性
を
欠
き
、
理
論
的
に
一
貫
し
て
い
な
い
。

　
㈲
　
と
こ
ろ
で
、
本
件
判
決
は
事
前
求
償
権
（
民
四
六
〇
条
）
と
事
後
求
償
権
（
民
四
五
九
条
）
を
別
個
の
権
利
と
し
て
把
握
し
て
い
る

の
で
、
X
の
求
償
権
は
A
に
弁
済
し
た
時
点
か
ら
消
滅
時
効
が
進
行
を
開
始
す
る
と
し
た
こ
と
に
は
理
由
が
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
Y
は
上
告

理
由
で
X
・
Y
間
の
支
払
委
託
契
約
第
四
条
に
基
づ
き
、
X
が
A
に
対
し
て
履
行
遅
滞
を
し
た
場
合
や
、
Y
に
手
形
取
引
停
止
処
分
が
あ
れ

ば
、
X
が
A
に
弁
済
す
る
以
前
に
、
Y
に
対
し
事
前
求
償
権
を
行
使
で
き
る
。
し
た
が
っ
て
、
そ
の
時
点
を
も
っ
て
求
償
権
の
消
滅
時
効
は

進
行
を
開
始
す
る
と
解
す
べ
き
で
あ
る
と
主
張
す
る
が
、
本
件
判
決
は
事
前
求
償
権
と
事
後
求
償
権
は
別
個
の
権
利
で
あ
る
が
、
両
者
と
も

に
X
が
弁
済
な
ど
に
よ
っ
て
主
た
る
債
権
を
消
滅
さ
せ
た
時
点
で
、
X
の
Y
に
対
す
る
求
償
権
の
消
滅
時
効
は
進
行
を
開
始
す
る
と
判
示
し

て
い
る
か
ら
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
こ
の
判
示
の
妥
当
性
を
検
討
す
る
。

　
ま
ず
、
周
知
の
よ
う
に
、
事
前
求
償
権
は
、
④
保
証
人
が
、
過
失
な
く
し
て
債
権
者
に
弁
済
を
な
す
べ
き
旨
の
判
決
を
う
け
た
と
き
（
民

四
五
九
条
一
項
前
段
）
、
◎
主
た
る
債
務
者
が
破
産
の
宣
告
を
う
け
、
か
つ
、
債
権
者
が
そ
の
財
団
の
配
当
に
加
入
し
な
い
と
き
（
民
四
六
〇

条
一
号
）
、
④
主
た
る
債
務
が
弁
済
期
に
あ
る
と
き
、
但
し
、
保
証
契
約
締
結
の
後
債
権
者
が
主
た
る
債
務
者
に
許
与
し
た
期
限
は
こ
れ
を
も
っ

て
保
証
人
鋳
抗
で
き
総
（
民
四
六
〇
条
二
号
）
、
e
霧
の
弁
済
禦
不
確
定
で
あ
っ
て
、
か
つ
そ
の
最
長
期
で
す
ら
も
確
定
す
る
こ
と

が
で
き
な
い
場
合
に
お
い
て
、
保
証
契
約
締
結
後
一
〇
年
を
経
過
し
た
と
き
（
民
四
六
〇
条
三
号
）
、
な
ど
の
場
合
に
、
民
法
四
五
九
条
の
事

後
求
償
権
の
例
外
と
し
て
認
め
る
も
の
で
あ
っ
て
、
事
後
求
償
権
と
は
そ
の
成
立
要
件
を
異
に
し
て
い
る
た
め
、
そ
の
性
質
も
異
な
る
も
の

　
　
パ
　
レ

で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
事
前
求
償
権
と
事
後
求
償
権
と
は
別
個
の
権
利
と
し
て
構
成
さ
れ
て
い
る
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
そ
こ
で
、
本
件

判
決
が
「
…
し
た
が
っ
て
、
委
託
を
受
け
た
保
証
人
が
、
事
前
求
償
権
を
取
得
し
こ
れ
を
行
使
す
る
こ
と
が
で
き
た
か
ら
と
い
っ
て
、
事
後
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求
償
権
を
取
得
し
こ
れ
を
行
使
し
う
る
こ
と
と
な
る
と
は
い
え
な
い
…
。
」
と
し
て
い
る
こ
と
は
妥
当
で
あ
る
。
そ
し
て
、
事
後
求
償
権
は
、

X
が
A
に
弁
済
し
た
後
で
し
か
、
Y
に
行
使
で
き
な
い
性
質
の
権
利
で
あ
る
こ
と
は
い
う
ま
で
も
な
い
か
ら
、
Y
が
X
は
昭
和
五
一
年
七
月

三
日
の
Y
の
手
形
取
引
停
止
処
分
を
う
け
た
時
に
事
前
求
償
権
を
行
使
で
き
る
と
主
張
し
た
も
の
の
、
X
が
A
に
弁
済
し
、
事
後
求
償
権
を

行
使
す
る
か
否
か
は
、
X
の
自
由
に
沢
す
る
こ
と
の
で
き
る
事
柄
で
あ
る
と
し
て
本
件
判
決
が
X
が
A
に
弁
済
し
た
時
を
も
っ
て
、
Y
に
対

す
る
求
償
権
の
消
滅
時
効
の
起
算
点
と
し
、
こ
の
こ
と
を
明
確
に
し
た
の
は
、
若
干
理
論
上
の
問
題
は
あ
る
と
し
て
も
評
価
す
る
こ
と
が
で

き
る
。

　
㈹
　
最
後
に
、
本
件
判
決
は
Y
の
上
告
理
由
に
対
し
て
、
ど
の
よ
う
に
回
答
し
て
い
る
か
を
み
て
み
る
と
、
ま
ず
民
法
四
五
九
条
と
同
四

六
〇
条
と
は
、
そ
の
成
立
要
件
及
び
性
質
を
異
に
す
る
も
の
で
あ
る
か
ら
、
X
が
事
前
求
償
権
を
行
使
で
き
る
法
的
状
態
に
あ
っ
た
と
し
て

も
、
そ
れ
を
行
使
し
な
か
っ
た
か
ら
と
い
っ
て
事
後
求
償
権
を
行
使
す
る
権
利
を
喪
失
す
る
も
の
で
は
な
い
。
し
た
が
っ
て
、
X
が
事
前
求

償
権
を
行
使
で
き
る
時
点
か
ら
X
の
求
償
権
の
消
滅
時
効
は
進
行
す
る
の
で
は
な
く
、
事
後
求
償
権
を
取
得
し
た
時
は
そ
の
時
点
を
も
っ
て

消
滅
時
効
の
起
算
点
と
す
る
と
解
し
て
い
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
し
か
し
、
Y
の
上
告
理
由
の
、
X
の
意
思
を
も
っ
て
求
償
権
の
時
効
期

間
が
自
由
に
伸
長
さ
れ
る
と
解
す
る
こ
と
は
妥
当
で
は
な
い
、
と
す
る
点
は
、
債
権
者
意
思
説
を
と
っ
た
本
件
判
決
の
弱
点
と
み
る
こ
と
が

で
き
る
の
で
あ
っ
て
、
本
件
判
決
は
そ
れ
に
対
す
る
回
答
は
し
て
い
な
い
。
し
か
し
、
A
・
Y
問
の
主
た
る
債
権
の
消
滅
時
効
の
起
算
点
に

つ
い
て
、
債
権
者
意
思
説
を
も
っ
て
決
し
て
い
る
以
上
、
本
件
判
決
の
一
貫
性
を
維
持
す
る
と
す
れ
ば
、
X
・
Y
問
の
求
償
権
の
消
滅
時
効

の
起
算
点
を
、
即
時
進
行
説
の
見
解
を
も
っ
て
判
断
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
と
い
う
と
こ
ろ
に
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
最
高
裁
が
判
例
変
更

を
も
っ
て
即
時
進
行
説
を
採
用
し
な
い
限
り
、
Y
の
主
張
へ
の
回
答
は
形
式
的
な
も
の
に
終
る
こ
と
に
な
る
で
あ
ろ
う
。

　
問
題
は
、
X
・
Y
間
に
銀
行
取
引
約
定
書
の
保
証
条
項
（
昭
和
五
二
年
四
月
一
九
日
改
正
約
定
書
）
が
存
在
し
、
X
の
Y
に
対
す
る
求
償

権
の
行
使
が
制
限
さ
れ
て
い
る
場
合
も
、
本
件
判
決
に
い
う
よ
う
な
A
に
弁
済
し
た
と
き
か
ら
、
X
の
求
償
権
の
消
滅
時
効
は
進
行
す
る
と

い
う
見
解
が
妥
当
す
る
か
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
銀
行
取
引
約
定
書
の
保
証
条
項
に
よ
る
と
「
保
証
人
は
、
本
人
が
第
一
条
に
規
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定
す
る
取
引
に
よ
っ
て
貴
行
に
対
し
て
負
担
す
る
い
っ
さ
い
の
債
務
に
つ
い
て
、
本
人
と
連
帯
し
て
保
証
債
務
を
負
い
、
そ
の
履
行
に
つ
い

て
は
こ
の
約
定
に
従
い
ま
す
。
保
証
人
は
、
貴
行
が
そ
の
都
合
に
よ
っ
て
担
保
も
し
く
は
他
の
保
証
を
変
更
、
解
除
し
て
も
免
責
を
主
張
し

　
　
　
　
ヤ
　
ヤ
　
ヤ
　
ヤ
　
ヤ
　
ヤ
　
ヤ
　
ヤ
　
ヤ
　
ヤ
　
ヤ
　
ヤ
　
ヤ
　
ヤ
　
ヤ
　
　
　
ヤ
　
ヤ
　
ヤ
　
ヤ
　
ヤ
　
ヤ
　
ヤ
　
ヤ
　
ヤ
　
ヤ
　
ヤ
　
ヤ
　
ヤ
　
ヤ
　
ヤ
　
ヤ
　
ヤ
　
　
　
ヤ
　
ヤ
　
ヤ
　
ヤ
　
ヤ
　
ヤ
　
ヤ
　
ヤ
　
ヤ
　
ヤ
　
ヤ
　
ヤ
　
ヤ
　
　
　
ヤ

ま
せ
ん
。
保
証
人
が
保
証
債
務
を
履
行
し
た
場
合
、
代
位
に
よ
っ
て
貴
行
か
ら
取
得
し
た
権
利
は
、
本
人
と
貴
行
と
の
取
引
継
続
中
は
、
貴

ヤ
　
　
　
ヤ
　
　
　
ヤ
　
　
　
ヤ
　
　
　
ヤ
　
　
　
ヤ
　
　
　
ヤ
　
　
　
ヤ
　
　
　
ヤ
　
　
　
ヤ
　
　
　
ヤ
　
　
　
ヤ
　
　
　
ヤ
　
　
　
ヤ
　
　
　
ヤ
　
　
　
ヤ
　
　
　
ヤ
　
　
　
ヤ

行
の
同
意
が
な
け
れ
ば
こ
れ
を
行
使
し
ま
せ
ん
。
も
し
貴
行
の
請
求
が
あ
れ
ば
、
そ
の
権
利
ま
た
は
順
位
を
貴
行
に
無
償
で
譲
渡
し
ま
す
。
」

（
点
線
筆
者
）
と
す
る
定
め
が
あ
り
、
X
は
A
・
Y
問
に
取
引
が
継
続
し
て
い
る
か
ぎ
り
、
A
に
弁
済
な
ど
で
主
た
る
債
務
を
消
滅
さ
せ
た

と
し
て
も
、
さ
ら
に
、
Y
に
事
前
求
償
権
の
発
生
事
由
が
生
じ
た
と
し
て
も
、
A
の
同
意
が
な
い
場
合
に
は
、
Y
に
求
償
権
を
行
使
で
き
な

い
地
位
に
あ
る
。
X
が
信
用
保
証
協
会
で
あ
る
本
件
の
よ
う
な
ケ
ー
ス
で
は
、
保
証
協
会
が
銀
行
と
の
間
で
大
量
の
保
証
取
引
を
迅
速
に
処

理
す
る
た
め
、
個
々
の
保
証
取
引
に
共
通
す
る
事
項
、
及
び
手
続
な
ど
保
証
取
引
の
基
本
的
事
項
を
包
括
的
に
定
め
た
「
約
定
書
」
を
も
っ

て
、
あ
ら
か
じ
め
保
証
契
約
を
締
結
し
て
い
る
事
情
に
あ
る
た
め
、
保
証
協
会
の
場
合
は
、
求
償
権
を
め
ぐ
っ
て
保
証
条
項
と
の
関
係
で
問

題
が
生
ず
る
こ
と
は
な
い
が
、
保
証
人
が
一
般
人
の
場
合
は
、
銀
行
と
の
間
で
統
一
的
に
使
用
さ
れ
る
前
記
の
保
証
条
項
が
適
用
さ
れ
る
と

み
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
か
ら
、
保
証
人
の
求
償
権
は
銀
行
に
よ
っ
て
強
い
制
約
を
う
け
て
い
る
と
み
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
そ
う
だ
と
す
る

と
、
X
が
信
用
保
証
協
会
で
は
な
く
一
般
人
で
あ
る
場
合
は
、
X
が
A
に
弁
済
を
し
た
時
を
も
っ
て
、
X
の
求
償
権
の
消
滅
時
効
が
進
行
を

開
始
す
る
と
み
る
べ
き
で
は
な
く
、
A
が
X
の
求
償
権
の
行
使
に
つ
い
て
同
意
を
与
え
た
時
か
ら
、
そ
れ
が
進
行
を
開
始
す
る
と
解
す
べ
き

で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
X
の
Y
に
対
す
る
求
償
権
は
A
の
同
意
が
な
い
限
り
、
こ
れ
を
行
使
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
か
ら
で
あ
る
。
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注
（
1
）
信
用
保
証
協
会
は
、
東
京
で
昭
和
一
二
年
、
民
法
第
三
四
条
の
規
定
に
よ
り
設
立
さ
れ
た
社
団
法
人
で
あ
っ
て
、
他
人
か
ら
保
証
料
を
と
っ
て
債
務
の
保
証

　
　
を
業
務
内
容
と
す
る
も
の
で
あ
っ
た
が
、
そ
の
後
、
昭
和
二
八
年
信
用
保
証
協
会
法
が
特
別
法
と
し
て
制
定
さ
れ
た
結
果
、
同
協
会
は
同
法
に
よ
っ
て
特
別

　
　
法
人
と
な
っ
た
も
の
で
あ
る
。
そ
こ
で
、
保
証
協
会
が
保
証
す
る
保
証
債
務
は
通
常
の
債
務
の
保
証
と
は
異
な
る
性
質
の
も
の
で
あ
る
と
す
る
見
解
が
あ

　
　
る
。
こ
れ
を
信
用
補
完
説
と
い
う
が
、
④
制
度
的
に
機
関
保
証
で
あ
る
こ
と
、
＠
中
小
企
業
を
育
成
・
発
展
さ
せ
る
た
め
に
、
保
証
を
手
段
的
な
も
の
と
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（
2
）

（
3
）

し
、
中
小
企
業
に
対
す
る
金
融
の
円
滑
化
を
目
的
と
し
て
い
る
こ
と
、
し
た
が
っ
て
多
分
に
、
㊦
政
策
的
で
あ
り
、
e
強
い
公
共
性
を
滞
有
し
て
い
る
、
な

ど
を
理
由
に
、
一
般
の
保
証
と
は
異
な
る
効
力
を
附
与
さ
せ
よ
う
と
す
る
も
の
で
あ
る
。
し
か
し
、
民
法
上
の
保
証
と
は
異
な
る
と
す
る
保
証
条
項
が
信
用

保
証
法
に
定
め
ら
れ
て
い
な
い
以
上
、
信
用
補
完
説
の
見
解
に
賛
成
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
。
こ
の
点
に
つ
い
て
札
幌
高
函
館
支
部
判
昭
和
三
七
年
六
月
一

二
日
高
民
集
二
二
巻
四
号
二
八
九
頁
も
信
用
保
証
協
会
法
一
条
、
二
〇
条
の
規
定
を
根
拠
に
「
こ
の
法
律
は
…
…
金
融
機
関
に
対
し
て
負
担
す
る
債
務
の
保

証
等
を
規
定
し
て
い
る
に
と
ど
ま
り
、
（
債
務
の
保
証
）
の
内
容
に
つ
い
て
は
特
約
の
規
定
を
設
け
て
い
な
い
の
で
あ
る
か
ら
、
そ
の
要
件
お
よ
び
効
力
に
つ

い
て
は
特
約
の
な
い
か
ぎ
り
当
然
民
法
上
の
保
証
の
規
定
に
よ
る
べ
く
、
そ
れ
が
制
度
上
信
用
の
保
証
で
あ
っ
て
債
務
の
保
証
で
は
な
い
か
ら
、
民
法
上
の

保
証
と
は
異
な
る
と
い
う
法
律
上
の
根
拠
は
な
い
」
と
述
べ
、
X
の
保
証
を
民
法
上
の
保
証
と
同
一
で
あ
る
と
す
る
見
解
で
あ
る
。
わ
た
く
し
も
信
用
保
証

協
会
の
保
証
を
特
別
に
取
扱
う
と
す
る
特
別
規
定
が
な
い
以
上
、
民
法
上
の
保
証
と
同
視
す
べ
き
で
あ
る
と
考
え
る
。

こ
の
保
証
人
と
い
う
の
は
、
信
用
保
証
協
会
X
と
共
に
、
Y
の
債
務
の
保
証
入
（
以
下
C
と
い
う
）
と
な
っ
て
い
る
者
の
こ
と
で
あ
っ
て
、
A
に
弁
済
を
し

た
X
が
C
に
対
し
て
求
償
権
を
行
使
で
き
る
か
、
も
し
、
で
き
る
と
す
れ
ば
そ
の
求
償
の
範
囲
は
ど
れ
だ
け
か
が
問
題
に
な
る
。
主
た
る
債
務
者
Y
が
X
の

求
償
権
の
行
使
に
充
分
対
応
で
き
る
資
力
を
保
有
し
て
い
る
場
合
は
、
X
は
Y
に
そ
の
求
償
権
を
行
使
し
満
足
を
う
け
れ
ば
よ
い
が
、
Y
に
弁
済
能
力
が
な

い
と
す
れ
ば
（
Y
に
弁
済
能
力
が
な
い
の
が
通
常
で
あ
る
か
ら
X
の
求
償
権
が
問
題
と
な
る
）
、
C
に
対
し
て
求
償
す
る
以
外
に
は
な
い
。

　
C
が
X
と
共
に
Y
の
債
務
の
保
証
人
で
あ
れ
ば
、
X
・
C
は
共
同
保
証
（
民
四
五
六
条
〉
の
関
係
に
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
X
は
C
に
対
し
て
C
の
負
担

部
分
に
つ
い
て
の
み
求
償
権
を
行
使
で
き
る
の
で
あ
っ
て
、
そ
れ
以
上
の
求
償
権
の
行
使
は
認
め
ら
れ
な
い
。
問
題
は
X
が
信
用
補
完
説
に
立
っ
て
、
自
己

の
保
証
は
Y
の
信
用
を
保
証
す
る
も
の
で
あ
っ
て
、
Y
の
債
務
の
保
証
で
は
な
い
か
ら
、
民
法
上
の
保
証
と
は
異
な
る
と
主
張
し
て
、
弁
済
し
た
全
額
に
つ

い
て
C
に
対
し
て
、
求
償
権
を
行
使
す
る
こ
と
が
で
き
る
か
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
こ
の
点
に
つ
い
て
札
幌
高
函
館
支
部
判
昭
和
三
七
年
六
月
一
二
日
高
民

集
二
二
巻
四
号
二
八
九
頁
は
こ
れ
を
否
定
し
て
い
る
。
こ
れ
を
う
け
た
保
証
協
会
と
し
て
は
、
C
と
の
間
で
予
め
の
保
証
条
件
を
特
定
し
、
C
を
委
託
契
約

に
参
加
さ
せ
、
そ
の
契
約
書
中
に
X
の
負
担
部
分
を
零
と
し
、
ま
た
X
が
弁
済
し
た
場
合
は
、
C
は
X
の
求
償
権
に
全
額
応
ず
る
旨
の
特
約
を
定
め
て
い
る

の
が
通
常
で
あ
る
。
（
委
託
契
約
書
例
一
一
条
皿
項
）
。
し
た
が
っ
て
、
そ
の
特
約
が
あ
っ
て
、
そ
れ
が
有
効
で
あ
れ
ば
X
は
C
に
対
し
て
全
額
の
求
償
権
を

な
す
こ
と
が
認
め
ら
れ
る
。

X
が
主
た
る
債
務
を
A
に
弁
済
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
A
の
権
利
が
X
に
移
転
す
る
が
、
①
X
と
第
三
取
得
者
と
の
関
係
で
は
登
記
、
②
X
と
共
に
保
証
人

と
な
っ
た
物
上
保
証
人
と
の
関
係
で
は
特
約
、
③
後
順
位
担
保
権
と
の
関
係
で
は
判
例
、
な
ど
に
よ
っ
て
X
の
求
償
権
は
確
保
さ
れ
る
。
①
は
X
は
A
が
取

得
し
て
い
る
抵
当
権
、
先
取
特
権
、
不
動
産
質
権
に
予
め
附
記
登
記
を
な
す
こ
と
に
よ
っ
て
、
そ
れ
ら
の
目
的
物
の
第
三
取
得
者
に
対
し
て
も
、
求
償
権
の

行
使
が
で
き
る
（
民
法
五
〇
一
条
但
書
一
〇
号
参
照
）
。
②
は
X
は
物
上
保
証
人
を
保
証
委
託
契
約
の
な
か
に
保
証
人
と
し
て
参
加
さ
せ
、
X
が
A
に
弁
済
し

た
場
合
は
、
弁
済
額
全
額
に
つ
い
て
物
上
保
証
人
に
代
位
で
き
る
旨
、
ま
た
、
物
上
保
証
人
が
設
定
し
た
担
保
権
が
実
行
さ
れ
た
と
し
て
も
、
物
上
保
証
人

は
X
に
求
償
で
き
な
い
旨
の
特
約
を
定
め
て
い
る
（
委
託
契
約
書
例
二
条
皿
項
）
。
③
は
「
保
証
人
と
物
上
保
証
人
と
の
間
に
民
法
五
〇
一
条
但
書
五
号
所
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）

定
の
代
位
の
割
合
と
異
な
る
特
約
が
あ
る
場
合
に
は
、
代
位
弁
済
を
し
た
右
保
証
人
は
、
物
上
保
証
人
の
後
順
位
担
保
権
者
等
の
利
害
関
係
人
に
対
す
る
関

係
に
お
い
て
、
右
特
約
の
割
合
に
応
じ
て
債
権
者
が
物
上
保
証
人
に
対
し
て
有
し
て
い
た
抵
当
権
等
の
担
保
権
を
代
位
行
使
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
」
最
判
昭

和
五
九
年
二
月
一
六
日
金
融
・
商
事
判
例
七
二
号
三
頁
。

保
証
委
託
契
約
第
四
条
に
は
、
民
法
に
定
め
る
事
前
求
償
権
の
他
に
、
①
仮
差
押
、
強
制
執
行
も
し
く
は
担
保
権
の
実
行
と
し
て
の
競
売
の
申
立
を
受
け
た

と
き
、
仮
登
記
担
権
の
実
行
通
知
が
到
達
し
た
と
き
、
破
産
、
和
議
開
始
、
会
社
整
理
開
始
も
し
く
は
会
社
更
生
手
続
開
始
の
申
立
が
あ
っ
た
と
き
、
ま
た

は
清
算
に
入
っ
た
と
き
、
②
公
租
公
課
に
つ
き
差
押
ま
た
は
保
全
差
押
を
受
け
た
と
き
、
③
担
保
物
件
が
滅
失
し
た
と
き
、
④
手
形
交
換
所
の
取
引
停
止
処

分
を
受
け
た
と
き
、
⑤
借
入
債
務
の
一
部
で
も
履
行
遅
滞
し
た
と
き
、
⑥
行
方
不
明
と
き
、
な
ど
を
定
め
る
。
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